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Ⅲ　アルゼンチン経済の現況
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m γ ルゼンチL経済の現況

1. 概況
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に問分される。すなわち1960～61年の箸しい成長， 19fi2

～川イトの激しい後退， 1964～陥年の経済！日l復， 19削～(i7

年のや，＇i＊の2年ごとのサイケルである〉

19りo-filイ｜ての経済成長は園内粗投資に五導された経済

成長とされ， 1人、＇'iたり国内総生産はそれぞれ対前年比

10~: •• fi.：＼%と利11":Lた。この2年間に 9倍、ドルの外資流

入がふ I），これが，二の国内m投資を可能とした。れな

みに1＇州｝年の投資水準は 1959年の6,l%瑚である。

!'Iii：！、出のrit,i,r 1.t，前2力｛fの過大な成長政策の失敗

かんitaf1J設備・過剰生産を惹起し，さらに政情の不安定

から資金の国外流出があったことが，成長ー政策による貿

弘パ二｝：スの烹{lてに力nわ，，て、急激tr:景気後退:y1n1，、
,._ 
1、.

I%内SlOJj，大統領に就任したイリアは金融引締めを

大11￥，＼に絞干nし，くわえて農業生産の好調（小麦89・1}jト

総牛．産じT）内存につU、ては前述の｛＇，＼）立にととめらが、この ;.,, . .1 ( :(535・1j I ニ’o それぞれ対前号比＇. l14万トニ．伺

Jえでは税から補助金その他を差Li:11し、たドットのウヱイ 万トンの情）も助けて， fンフレは進行したものの景気

卜が漸吹惰力｜｜すること，および総人のウ ：r（ 、が急速に はi川恒［た。 LかL, 196！）年＇I＇葉に通貨引締めを行なう

れそ下してL、ることかけIJされξi 資本財総人につL、て 1. と，，，J{li吃半には段、低下のさ3しを元l＇しはじめ，出可に

2度の世界大戦による異常H寺の低u、ことは、＇1然として， は」、ζJと農業生産の不調と悶際価格の低下，金融引締め

それ以外T）午は直線1'11］にウプイトを低め口、られなお によノ：イn車圧縮It上り景気後退が表面化し， i同年一“月の

1%0～fil行二に資本川恥，i人のウェイ＼が増）JllLてし、るのは 事＇if今＇，：if/)によりttノペLの問符が期待されたが、この基調は

インフレ進行と為替レートの実体からの遊離によゐ異常 かわらずに推移したの

事態に上ろ｛のであ IJ，後にふれろことと jろコ 19fi7午｝こは；ifl nnのパソの大幅切下げ，および三れ

1900再九、じ 59年主？の総需要♂Jtit移は~； s Nのとおり にff’う 速の為停i'i由化その他の措置に上り外国資金が

で， 1929年を境として輸出市場の狭少イヒによる輸出ウコ 流入し た。しかし賃金凍結による購買力の低下を基調と

イトの低下が顕著であるの特に注目に値するのは投資の して，公共投資の矯加，メイズの歴史的な増産にもかか

内エイト二 1905～I,Jij"におし vては総需要川口～38%,. わ「》ず，経済は慨して停滞樫に推移した弓特に製造烹は

1925～29if.というアルゼ〉チン経済の黄<k期には約27口り 19同年にひきつイき， 67年も生産を低下させているけ
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第 6 a主 総供給 jJ よぴ総需要 （単位：億ベソ 1960年価格）

I 1960 1, 1961 f 1962 I 196:3 

It 供給｜
域内総生康 i
農・苦言・水 産｜
鉱業｜
製造業 l
建設業｜
電気・ガス・水道等！
交通｜
ilfi f言！
商業｜
銀 行保険宇
J'＼（府サ・ビス 1

の他サービス
輸 入

。恥’仁、 再げ子T手J 要
ii司 資
国内粗投資
建 設
交 i語
機 械
「五 Jiμ 変 動
事告 出

11,395 
7,545 8,283 7,95:l 
1,989 2,478 2,161 
873 936 822 
389 511 464 
824 1,031 940 
-97 -65 

1,281 

ー

（出所〕 Informe Econ6mico de Banco Central. 

第7ii気 消費および閣内粗投資の動向

（単位：億ベソ 1960年価格）

年 度 l消費体）＋関内粗投資（同 iB/(A+B)(%) 

I 9 6 0 
I 9 6 1 
1 9 6 2 
1 9 6 3 
I 9 6 4 
1 9 6 5 
1 9 6 6 
1 9 6 7 

9,534 
10,761 
10,114 
9,445 
10,471 
11,241 
11,060 
11,314 

(fl＼）芳） 第6表より算出。

20.9 
23.0 
22.0 
17.8 
19.2 
19.4 
18.8 
18.4 

10,751 11,693 12,583 12,500 12,732 
9,737 10,516 11,419 11,381 11,602 
1,555 1,665 1,767 1,729 1,830 

141 143 149 157 173 
2,841 3,271 3,687 3,639 3,625 

331 333 338 359 390 
155 170 194 209 224 
574 633 698 697 710 
83 87 86 86 37 

1,534 1,603 1,758 1,726 1,743 
396 402 416 433 442 
653 654 676 680 680 
670 692 713 732 751 

1,014 1,177 1,164 1,119 1,136 
一一一一一一一一

10,751 11,693 12,583 12,500 12,738 
7,771 8,464 9,0日5 9,086 9,235 
1,674 2,007 2,176 1,974 2,079 
755 781 819 857 913 
335 437 502 460 451 
714 698 fi59 694 780 

-mo 91 ]96 -37 一71
1,306 1,222 1,342 1,440 1,424 

一一→一一一一一一一一一一一

た。事実これらの投資は1962年以降遊休化し，ただ単に

国際収支に悪い影響を与えることとなっただけでなく，

以後の年における投資意欲を減殺させるにいたったとさ

れている。

日本のように特に工業部門において競争が激しく，ま

た競争原理が生かされている国一一特にその投資態度に

おいてーーからは類推しにくいことであるので，若干説

明を補足する必要があろう。

アノレゼンチン産業の特殊性のーっとして，老朽設備が

多しこれらが全体としてみれば過剰設備となりながら

廃支はされず，反面新規設備が遊休化していることがあ

この間の推移について需要面からの考察，特に国内消 げられる。これは労働組合との関係で配置転換が行なわ

費および園内粗投資の動向をみると第7表のように要約 れ難いことや，外貨資金の不足から新鋭設備の設置が行

される。この表は第6表の総需要の部分を簡素化したわ なわれ難いことももちろん考慮することが必要である

けであるが，これでみると全般的に1960年以降の停滞が が，何よりも指摘すべきことは，特に工業において政府

明瞭であるとともに，資料出所が異なるので直接比較す の過剰な保護政策のもとで，競争原理が働かなくなって

ることには問題があるが，第5表の投資水準とくらべて， いることである。

いったんは 1960～62年の 3年間に投資水準が上昇した 老朽設備で非能率な生産を行なっても保護政策によっ

杭全体として投資水準の低下がみられる。 1960～63年 て若干の利益が得られれば，なんらそれを廃棄して強力

の投資についてはその多くはインフレ下において，ぺソ に合理化を進める誘因はないわけである。見学したある

の過大評価を利用して機械原材料を輸入することにより 工場では全くの老朽設備が稼動している同じキャンパス

行なわれた投資で，資金価値の保全を意図して無計摘に 内に，為私見；i交備が若干の資金不足から稼動寸前の姿でス

なされたものであり，適確な生産力・生産性の把握に某 トップしていた。また合理化フ。ランをたてるにあたって，

づく周到な計聞によって資本投下されたものでなかっ 生産の実態をよく知らないで机上プランをたて，そのプ
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第 8 畿 j ly 際収支の Hf：移 (1li｛立； lOOfiドル）

年 度 l'hdJ1962 

I 申命 入 /Jg )J 1,281.6 
リfi4.l

ス 本IJ 7ふ.8
営苦 木 移 動 893.8 

H 柏 ｝.、 額 1,460.4 l ,356.:, 
町内 与 E.7 4.8 i 
N ポンド切下げによる調整
V E終 芹： 脱 漏 2.2 

-lモU.7i 
6.li , 

VI Ill 際 収 支 JR, 32/i.7 

VIιr-rr-m-w-v 

（出所） In」かrmeR刊 mimicode Bamο Cent, al. 

第 9畿主獲品目別輸出入額 f単位： 1倒万，，凡）

--- 年 ffl: 
ll附｜川川附

占百 円

輪
,, 

さn: I ,49:f J，う9:l
牧 菅j 産 11'/, 665 590 56:1！“日9
農 昔て2 1¥i', fi26 fi95 82Ji 791 

{'!J !7,1 12λ 109: J:lO 

中由 入 F仁ご、' 1, 12,1 
食料品・飲料・タパっ 38 571 70 のl
議 書長 1'11'1 :I,, 51 52 :17 
化 ''.'・ 1V1 77 115 135 132 
紙 ノ、 ノレ ブ 50 7白
木 H 68 88 54 
鉄 j;J;; [()! D:, 190 1G8 
議 {l古 :1391 277 :1:,0 

ゴド 鰐L 金 Iii! 109, 日：！
燃 料 57 自4 115 j();! 

そ ↑ii! :,-;- !le( ]12 58 

Cl:U所〕 F.conomicS11n1ey of J,ati11 』 11111'/'li'l/,

ランで投資をしたとしか思えたし、fグハケな習さもはかけ

じれたコこれらは実態を現実的に把採すろ行政能力の欠

！日1と，工業国への道を芥，.I：するふ Fりi局長lj/(m』tdc：授を

とり，とれが産業の機能減退占どもた「》しとし、るこど身不と

してヤるη そのほがに仁段資の九J-~ド併をはげむ要I ，.、！とし

ては，高金利が象徴する社会全体のW{,-Jll!fL 1 ユ 7 レ

グ）進行力士多少の投資の欠陥はカ.：ーして！ Eう小、ヲイ

ノ.， l-－・メン＇／ 1）デ 1（ハ11¥J題があけ，，;hにう，

ごのよりな実態をふまえてアノレゼンFンの投資水準を

￥ると f，数＇：tl二のみカ、：「の投資ア！く準が：：o",

に高いにもかかわらず，実質的にその投資によって生ず

る効果は相当f引を低い 1，のと考えるべき Cある。 t .t：実

質投資水準を考慮するにあたって，もうーつの大きい間

同点付，物価ft,：宗一一決・高産品雪中心坐する治郎t-tiJ,

[J，.［際的にかてfi＼械にすえt3かれ口、る｝'i(.iili，機械臥1-t料

などの資本財の価格水準がきわめて芹1J高に，；安定されてい

68 

1 9 (i :l 1 9 ,; 4 I l 9 6 5 I 1 9 fi fi I l 9 6 7 

1,13(>.'l 1,（刷川 1,246.3 1,165.8 1,528.0 
1 .,l65.ら [,,lJ0.5 1,488.0 1,59:1.2 1,485.0 
← 150白K ヰジ7.2 I -98.3 -213.2 -181.2 
一日4.4 19. :~ : -143.4 -214.3 224.2 

91-¥0.7 1,077.4 l ,195.0 1,124. :3 l, 120.0 
(I 2 2.3 12.4 ．’そ，.っ“ 3.0 

1.6 
--6.5 一1.0 7.1 -4.0 
iιιりi lri. ’f '.19.リ :n. 2 i ,]()7 .4 

るこ土一一ーである。

2. 貿易構造と貿易環境

(l) きそ・荷停品輸出への依存と輸入代替の限界，相手

l司りIJ ：コンス

二戸：数午におけろ外貨収支については第8':i交のとおり

で，トピスおよび資本干I］子の項目は構造的に{f相12億

ドル将J設の赤字であり，資本移動はその時点ごとにートーと

して政府の経済政策のけ外信用にかTiされ，：生！・r土資問

。〉終済環境に影轡されているの

セ／ttR([iをなす商品の輸出入に／》いては， 19削年にぺ

L、ていII'！支／Ji'.I （立705(1万ドルの布、宇で灯、徐1961、62{fーと

,J,,・・tをJj、L, 19日：i;r以後黒字に転じ，特に1966年はf!li"P

の核物の大智frに上ど》輸出土持か，＇， 4億川7,1万 Iご＇＂’jヲの禁1

・；ぞを示しているの

綿1/1'1人貨物売 l:要占／iii分類Lごみると第9表のどおり

で，！9fi“主ff℃にはいっても依然として輸出に占める喪・

所持品のヴエイトが圧倒的であることが知られろ。

ち！， 1, iと19日午iこi始／Ii全体の9:1%, 1%“年iごいロ%を

r1，める僕・斎藤品のft:rt11先をみると次のとおりであるη

1965＞！の小麦そ刊にとると， プラジル i犯万トン，イキ、

IJス50Ti7州）OI、ン， イタリア47万1(ゆ｛）トン， ドイツ21万

三i州｝ト Jなどの伝統的市場に加えて，特にそのif地1ノj、支

あ領内ijの軽fr( l 12ffJjトン）であった～ことにともない，

中共14（γlf40（~）トン， ソ連101万5000トンとなってU、るo

tたftl勾については1966年の冷凍冷却＋1+-1をみる E，イ

ギリス日29万 F'1レ， EEC合計4861万ドル（イタリア2991

万 jご1[,j，スベイン：350:'i万 r1レ，ラフタ (IλFTA）各国合

;)Iー10917］ドノレ（チリ833万わけである。

j支mi，輸入幣f茂をみると，機械・鉄鋼・化学品などの

資本財および燃科のウ工イトが高い。 1%6年は全体的に

は停滞の干干であ円たことを考えあわせると，経済活動水
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準の上昇にともない，これらの主要輸入1¥111は必然的に総

入水準を上昇させるだけに問題がある。これらのうち斡

入を国内生産に転換して国際収支出lにゆとりを作るnf能

性のあるものは，」ミとして鉄鋼．石油である。鉄錦は現

在！玉延段階が生産の中心となつてL‘ることを）又11)1とし

鏑材竿．製品の輸入が多く（ビレツ卜，スラフ），またj{1J級

自動車：用鋼板・ブリキなどの輸入が多L、。後者につ」、て

はソミサ（SOMLSA）の連続ブリキ設備などの完成をみ

ているので転換ははやいが，古11j者につU、ては銑主将～・,t体

制で 400万トン生産に達するのは政府の，th由lで1974年度

であり，またこのためには大量の機械総入が必要である

ので輸入の転換は谷易でない。石油にっし、ては Y.P.ド

（国営石油公社）を中心とする石油開発のj隼｝J/i, t'I給牛iの

1,,j J二がi可能かどうかにかかっており，燃料動力Ji士吉1＼’（／）

ゴチジの新開発表によると，今後自給水を高めてゆくた

めには， 1968年の投資予定2億5000万ドルからー 191:2{1:

の約4億ドルまで順次投資水準を上げてゆく必要がある

とのことで，平手劾な問題ではないことが推ぶされる。他

の111111刊のうちでは，食料輸入につL、ては，その内作がバ

ナナ・コーヒーなど熱帯産食料のウエイトがi白jし こ れ

「jは従来当l過でも北辺諸州で生産されてレるが，制栴お

よび国内プレートの割高があり，ラブタの関税づIH！の

影響で輸入は璃加こそすれ減少の目途は全くなし、。

これらの点で輸入の姿はきわめて窮屈な形をしてお

り，経済活動水準のb昇のためには，檎Hlのf明j笠，外資

の導入が必要であるといわざるをえない。

輸入を国日ljに見るとアメリカ，ブラジノレ， ドイツ， イ

タリア，イギリスの）I偵に多く， 1967i1二の総入金額をあげ

ると EEC；れ12億7010万ドル，ラフタ各l司合計2億5:JGO

万ドソレ，アメリカ 2億4290万ドル， EドTA合計 1億25,lO

)iドノレとなる。輸出入パランスでは EEC緒同とイギリ

ス，スペインに対し 4億7（附O)jドルの出起を不L' Fメ

リカからの H患2400万ドルの入超である。 7千年金額はも

ちろん異同があるが，この傾向は構造的なものであり，

アメリカとのバランスは， アメリカ自体がノl、交および J

イズの輸出国であり，＂ t二肉はfプトーサの関係で力｜口：｜ムl

のみしか輸入しないこと，工業製品につレては大きい技

術隔差があるとともに，強力なl愉出金融力なヤし資本投

下により輸出合強行していることによるものである。、＇ i

地の経済誌『コンペテンシア』に米州開発銀行（JDB）の

副総裁が述べているところでは，アメリカの 1ドルの投

資に対してヨーロッパでは4tン卜，カ7ダでは18セン

トの輸出増加があるが，ラテン・アメリカでは42セント

の輸出増加をみるとしている（その他地域の平均は19セ

ント）り

(:n 長近におけゐ輸出環境

1%7年はポンド切下げとドル防衛に象徴される国際的

通貨不安の年であったが，この影響からかアルゼンチン

が構造的に輸出超過をたも J Fて国際収支ノ〈ランスのより

どこんとしてきたスペイン， ( IJリア，イギリスなどの

各I吋カ‘らアルゼンIンに対し，各国産品の輸入璃加によ

る貿坊ベランス込」Eの申入れが強力に行なわれてきた。

スベインを例にとると， 1967年10月に経済計画次官 M・

F・ イルロスキを団長として：姉人のミッションが訪れ，

fザリアは1968年 1月トロイ通商相以下のミッション，

末たごく最近では輸出入規模は小さいが当国の構造的出

超国で、あるユーゴスラピアが 7JJ米にマリン・セトニツ

ク無任所相以下を派遣してきた。これらは表現は多少異

なるが、骨子とするところはし、ずれもアルゼンチンの輸

入矯進の要請であり，これが不能ならば， （表面には出

なし、が）場ftに上 ・oてはアルセ、ンチンからの輸入の削減

もべ’むをえないとする場合もあるほどである。

( i) I， ぺ f シ

、＇1地の経済誌 [i'J::Jノミァク・リーベ f・寸プ・ j'-j-

Lア Jリカ川に k pてスペ fンとの主として1967年の貿

易p交渉の経緯を追ってみると概要つぎのごとくである。

ベベ fンの主lf貿めは19611cf.以来輸入合計2億；B21万

ドノL，輪山s20:mドルで差i}Jき赤字1億8118万ドルと大

111同な入超をつぺけ，しかも1966年度に大幅に貿易収支尻

が悪化したので，アルゼンチン側のしかるべきカウンタ

ー・オファーがなくては食肉の輸入は不可能であると主

娠してきた。他-Jiアルゼンチンとしてはスペインとの間

に7～お万トンの食肉輸出協定を作ることは輸出市場確

保の，，：，（で是ell＇とも必要であるが，スペインかじの輸入を

汚えると，スペ fンの主要輸出品であるブドー澗などの

ブドー製品は凶内むも過剰生産の現状で，当国自体が輸

1111 したい実状であり，反面工業製品についてはスペイン

の l：業発展段階がアルゼンチンど大差なく，｛也の工業先

進国に比し』て品質・価格ともに問題があり，輸入できるも

のがきわめてとぼしい実状であった。けっきょく工業製

品のうち国鉄用貨車を輸入する方向で検討が行なわれた

が，この場介にも（1）技術的にみてアルゼンチン国鉄使用

Jj難li-がある。（同日本製貨車に比して，かなり割高であ

る。村国鉄赤字の縮減が最大の政治問題である現状にお

いては，タイミングが悪くないか，などの問題点があマ》

たι1967年2月中旬，スペイン・ミッションの訪アとと
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もに交；吟がにつまり， Lイ）スぺ fL’は月当たり5500トンの

冷凍お上び冷却牛肉士デエノス T （レス冷淡LFOBて

冷凍肉トン当たり 540ドPレで輸入する，（ロ）アルゼンチン

はスペインから国鉄貨返を輸入する〔日本からの翰入契

拘済のしのをキャンtレしてj ことを内行止して協定が

成立した。この交渉中スベfン側は従来アメリカから貿

付けていたメイズ lOOliトンをアルゼンチンからの購入

iこ切りかえ，そのはカ·／~りに了，：，子ンチ＞ fこ泣員長設備の

輸入方を要求し，これも食肉協定にからみそうになり交

渉の一つの危機であったと同誌は報じている。 1968年に

iまいっててくイン、わ食肉輸出はλーたたひ大きい問題を

なげかけλ。1968:tf‘の協定自体は，昨年10月スペイン・

ミッシ司ンが帰国してまもなく，月当たり冷凍肉3400ト

ン（FODソユノスJ佐，：！：－， ドYレ）， i{i域内1000トン（FOBソ

エノス必（，9',ドル）ギノくインが愉入するよ二どを：骨子とし

て締結された（ Yル・t：＇ンチン仮！ Jの輸入については公表さ

れたものが云く不日.II＇・ところが本年 4)Jにはいるとス

ペイン刀ミ5司から1i'1i人さ停止するとrエコノミスト』“お‘

報じ，アルゼンチン政府は状況をサワン lごすべく 4月14

日商業1川＼＇のガスト；・パレン rtc-z F ，； ノ）ごに派沼L

た。同け：印主スペイ L次府と交；＇；を重ねにがら月 7IHV 

為のまま帰国し，けっきょく輸入は停止された。その玉県

由はい F ・Lぜンチンとの協定は 1:／レ・ベースであり，〆j、
ンド切［ごいのときスノ：イン通貨のペセ－Yt,：切り f:Jぜん

ので割高になったこと，（吋ポンド切下げ， ドソレ不安によ

る旅行打の減少の二勺から牛Iだの消費が；hい／し供t台j,'d,
剰となっていること，および、引7 ：レゼンf>fl!Uの輸入n
付けが進捗しないことであった。その問，スベインがポー

ランドn上びウルグアイからの隙入は湘IJI¥J』L /J.いこと，

またス.＇インがフ、ドー酒の輸出を図る観点主‘ら EEC：に

接近し，小麦などの輸入を申し出ているとの情報もはい

ってアルゼンチンを刺激した。 5月17日には，商工長守の

ソラ （：＼11gclA. Sob）の辞任が発去され＇ Ji'出は公火ミ

れなかったが，今回のスペインとの交渉のもつれと，年

初のブラジルへの小変輸出の難航の責任をとりたものと

されでL心。 5月21rJ Iこは農牧長官のプ／ヰンア・マソ

(Agron Garcia Mata）がマドリッドへ飛び， 7月4日に

は石油公社のメンドサ製油所の拡張工事（日本も伊藤忠

一日本州自由で入札， 120・億ベソがスペイパご発注され九

ことにきまり， 7月21日には商工庁次官のカストン・ ρ

レンテ以下数名の辞任が発表された。

こ;h.＇の曲折を、て，ようやく 8月 21iソ、ペイン市政

省は 8月後半よりアyレt!ンチン牛肉の輸入を再開す心」
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とを発表した CUl当たり冷凍牛肉加市｝トン〈トン、.＇'it.こ

りFOB510ゃい‘冷却牛肉1600トンど1,,]695f ,~) lパ

制 EEC

EEC各国，特にイタ ！） アどは入干量的なつなが I）ι強
く1)1；述のように貿見上もヨ屈の重要｛お場であるが，これ

を含む EECの農業政策の運営がきわめて保護主義的に

動いてゆくこ左についてアルゼンチン政府は強い関心を

示している。 1967年5月に妥結したいわゆるケ干チノ．

ラウンドでは，アルゼンチン政府は当初現経済制のクリ

｝ゲノいバセーナを代表に派遣し，ついでかれの経済相就

任ifは後任に現駐日大使の －7IレティニしJuanB. [I.fart' n) 

を任命して，も丹ばら EECとの交渉にあたらせた。そ

の結果5月15日には冷凍牛肉につU‘て EECのオツシー

ス、ン 6カ月間は関税率20%を16%に，JIき干げること，そ

の代償として EECからの資本財輸入税率を50%引き卜

げる皆の協定に調印するにいたった。ところがその後ブ

ラニスでこの協定が留の利益に反するとの農民のヲ郎、反

対運動がおこり，そこでG月27日の EEC閣僚ふ誌日主

プランスが拒谷権を発動し，批准が不可能となった。こ

の，11件はアル・！＇＞ Tン政！{fにとって EEC、の農業政策iこ

アブローチL成功をおさめよこと確信L／二後のドンテンが

えしであり，きわめて大きいショッ？であ，，t.こ また f

lレ；＿；ンチン差是牧協会を中心としてブタンス製品ボイコツ

ト運動もおきるほどであー，た！

E丘Cの牛肉輸入については，1964年から同年の規則第

1,1けが適用されていたが、以後1967勾取れi号お上び10附

号が迫力自制定主れ域内保護政策を強化L／こ。本当ベ土EEC

が完全な関税同盟に転化するため，これらの規則が改止

される待期となっており，伝えられるところに上己とイ

タリア（域内においては冷凍肉の輸入力IIヱ国と Lての立

場をもっ）はフランスに抵抗して新規則の制定を抑えて

きたが， 1964年の規員I］第14号の失効期限直前の 6J-J :cs a 
tこ枇llil第805り引制定とよi ' f二υ この同¥l!J，土EECvり牛肉

市場価格がガイディング・プライスを上回った場合にお

いて，輪入牛肉への輸入付加税を課する率をかなり大幅

lこ引き上げたもので，保護主義的傾li1Hれ、っそう強まり

この制定以前から新聞の報道では付加金額が増加さ

れ、 1;1{ドイツ1,,1けでは咋i]To／！にトン、＇＼ fこり380ドYしであ

ったものが4月現在では同じく 438ド／レとなったとされ

ている（実勢であり計算根拠不明）。 5月下旬には，「U、つ

;\l{~h;f， くか，その時の付加余の額が不日~lで畑幸員よげ｝江

主さゆきの契約は全部ヰャ L七ノレしたし、」との連絡がイ
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タリアのインポーターからはいり，っし、でこの動さはヘ

ルギー， ナ二／／ダ， j/liドfぺこも波及した

この作lr' rレピンチン政）（＇.fi上、 -,-Fレゼン；Fンi＼＇可 i._0議所

会頭．のカ／l;,,. Y・ペルスンセ（Horacioじarむじけたらunce)

を西ドイツに派遣して，規則に生鮮肉と冷却肉を分離則

定しt』t，誕格鐙をつけること，および改；止により保謙l:義

を強化したし、上う西ドイ、ソの！必Ijを求めた，h ノ 7ンス

の要求の白［jにはむなしか v l「こ。ち上うどこのこ人 EEじ各

国は国内に盤重要案件をかかえ一一フランスはゼ宇スト，

ベルギーは街定政憾， イタリアの内閣危機， jll｛ドイツは

学生の暴劫による緊急立法一ーされらもtただに微妙な影

響を与え i七で F札ろうが，ともかくこれによ；：， －，’ ！＼＿. ＋＇・ンチ

ンへの影特は大きヤ，

H { ギ リ λ

故近の牛肉輸出をめぐるもう m ’つの大事件は，イギリ

スのア 7'－－，ト発生である l ｛：干リスへの治！日は港湾ス

1－，ポンドのしりドげ，賃金凍結に上る需要減少たどを反映

して若干低調であったが， 1967年12月 4上J｛ギリス政附

はアフトーサが風土病として存在する地域 嗣米一ー

からの食｜会lの斡人を 3カ月間停止する摘置を I, ＇に γ 

,1,ゼ：..+ J 政l(f最大の関，L、h( t守アブト一時ヰt'J:.の源開

をfルセ J f〆牛肉に押1っけハれ，牛肉主主；H!r-1どして

の71レゼンチンの由今日がつぶされるのさとU、かにして防く

かにあり，アルゼンチン政府はノーベル｜英学賞受賞者の

ブーサイ時！を団長とする動物検疫団を ｛＼－＂＞！ えに派遣

して！原｜州自ポとイギリス側との妓衝に，tiたん、汁fこ）

アブトー 1/fl:1月l“日発，j二件数2339件，米市J活殺数系.＇； J

44万頭の犠牲を払つ－c一応：の終結をみ，また，輸入禁止期

間1の満了日である1968年；1月4telに fギリス差是務iえ恰’サ

ー・ピアペ、i士病源はアrレゼン子ンから斡i人Lfこ、ド肉で

あったとし 輸入禁止に／J＇， 、ては牛肉は寺町 l勺）！延長ーし

て4月15上1に解除すること，羊降lにっし、ては当分輸入禁

止を継続することを卜院におし、て発友し た。よれに対し

てはイギリス内部では農民と保守党から強い以対がなさ

れ，また「•＼＿.ゼJチン制llJ け， Ii十七る証拠もなしに茂｛壬を

アJレゼシチン羊肉に押し／》；「、食肉輸出国としぐのアル

ゼンチンの名誉を傷つけたとして強い反発を示した。 f

yレゼンチン似I］では禁止期限がきてもイギリスi)¥IJから！原lf,;I

の訂正があζ＇.・7' または＇，－ 1辻f sしゼン：T> 'h!:Jを翰出後

にふたたひ、ずブトーサが発作与する事態があ Jy てもアルゼ

ンチンのせ」、にしないとの確約がなければ、 f寺リス市

j坊に輸出はできないとの態度を示してし、たが，この背景

にはイギリスへの輸出がコンサインメントであり，また

ボンド切fドげ後のスミス・フィー／レドの価格がドルベー

ζ （は安く，輸出力1見合わない状況にあったことが汚え

i-, j l ／λ イギリス Eの闘でほかの各国と同じようにブエ

ノζ港 町)Bべ一正の契約tこ切りかえる点についとは，ヒ

ーツカヴトにつL、では交渉が成立し， 4Jl29日出港のリ

ベルダサcsrll6 l:lロンドン港着）に約200トンのビーフ

！； ソ iが積まれ、冷i上解除後のアルゼンチンからの協 I

船と，にった。他）j＇じドンでは数1l l'iiiから入浴しい、／二

日イヤルメイル所胤のアルランササからのワルグアイ牛

[!aj 800トンの術協げが 4JJ171J行なわれ， イギリス農業

連盟の強ャ抗議，『ロンドン・デイリー・エキスプレス』

泌がぶ賀アジの社説全掲載したとのことである。（なjj, 

J 'J. i！立にルゼ、ンチン｜吐いiでは冷却1.冷凍ヰ肉を FOB・＜」

λ℃口ンドン r,',Jけ輸出する交渉に弱気を生じ，ブエノス

γイレス州、l，パンパ州、｜の農業団体である LARBAPはι
JI I句，伝統的il!Htであるスミゥ、・つ fールドだけはコ

,_; iメントでιやむをえなし、と（片足：尼を出しているυ

しよこりって倒格が1,lhう状況になればλ.t;,こたび冷（~［・冷

却l斗・1),1の輸出が行なわれるものと考えられる〕。

． 
ニ ~l, f》の結果， ：当｜遁の牛肉輸出合員十は 1967年は 37万

¥Ii、【

'I :o KiA1897j i、’＼＿.）にとどまり’ ~' ，.，に1968年上期はllj

午1，，］期の約 3分の 2にとどまってし、る。

付プうシノレ

t h，小麦につb‘てみるとブラジルへの売込みは年初，

外｛！！のコスタ・バ ン戸ス（SilvaCosta Mendez〕が 7ラ

;_, J¥_. J、おもむし、ご折衝にあたり， flレヤ、ンチン殺ljの挺ふ

した 3年間 300万トンの熱帯性食料a:＇アルゼンチンは

プラジルから輸入するとの案では妥結できず，とりあえ

J 「1968年の 100Jjトン，相互仁1,t1内鉄鏡子行場の＇.-l0%合

同校するJ線で 1~j 初旬妥結した3 主た昨年ラフ々の！点、

委案f'I二であった域内共通関税リストの作成で，ノj、友と ti

油が問題になって本年にもちこされてし、ることを考えあ

わせても，これはつまるところ国際的な小麦の供給過剰，

ことに EECの保護貿易を背景にしたブランスの安｛1立売

色み、アメリカの長期i司延払い，上見地通貨建によみ売込

みなどのがIにアルゼンチンが苦境にたたされているわけ

である。

（’：i 貿Y.,政策の変化

手レゼンチン政l(Jはことあることに，i相互に努力L-c 

良川を拡大することは結構だが，パーター貿易的考え方

には！ぇ対である」としている。しかし現実には前述のス

ペインの動向のところでふれたように，アルゼンチン藤
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！日Iを輸入する国の出品をたとえ割高でもわ入ずる結果を

示しており，ごれも世界的に供給過剰気味な渓・市産M,

に全而的に依存するその貿幻構造と司 ti＇~・ iti産品lこnJ

る世界的な保員長会：iば1%1111＇可かんすると三 fこやむをえなL、

結果であるー

アルゼ、JチンE文円＇.fi士今 ！J三J土ベーヤーばけの-t-；主！を六

明Lつつ，／；ffiit'l ・市~C\/'c[<Jf をむしながら台湾から輸

入していないlxlに対しては， IT，し－：；；＿，，チンから＇（tうLり

からnろ」との二1；引を011くれナ〕iI', LてL、る。 v、うまと ι
ないがl耳内的にはJ;'k・1；ャ7長からはこの主主求がき上めぐ

り釦、ことは＂~71，で／－，る これを口本に対しての友呪でみ

れば木午：：lJl17111i:-JCTAD総会のfo'ri会，［Iフドおよびア

メリカ：全日卜＇ ：－てす’ f 斗｝竺ドt巷iこM~ した：怪iti};:E互のクリ

ーゲ／レ・バーどーナ rAdarl氏 rt[(rieger Yascna）の同一校第

一六il，円 L> ' : -:-，＇－」コン発泡日 IJ!i1i；こりする位銀融

まう生産態度に問lllliがある。そこにはあいもかわんぬ判i

l叫＇！，＇$と天気:1かせの生産を L‘小rfが不足すればr.x.fJ

済みのものも輸出を停止し，さらには！昨年の上うにス，，

fン， プノレガリアから内需JtJに輪入をせ与る合えなし、状

況をもたら「など非難されるへきぷは多い。，tfニ附～｝夜泣

iiiii｛こして i,l品去の国際灼t号j可2物f：足のn年｛にカ込らあ土；j初； 

大

/Uしがi監れると，今年の G月ThJの主うに仔港の貯蔵，：＇之

j1iiiはし、－，i-f＇，、iιこfι り，パ fア・ 7 ＇）ンカ，サ，. －コヲ

ス，ヒジ γ ・コンス，－－ （ トウシ：fンの各Ill!ではU Iきさ

れなくなり，殺物’来議会（Juntade仁crcalcs）ではti付

けをL¥：止L，そのため各市内には数百台のローリト 11(が

小支をJ九嫁した主主ノ、ーケして数Iオ問f'iη ているヒうな

必：1ミであるわ

この上うなm止ともに不完全な：l産・輸出態度Cは，

r王の了官wを取 ＇） ｝バ＇.：二ととど ιiと， 11コts:r工；曳.ill胞，／，tC'J こ（／） 主主J栓f多TlLばI色＇｝JI！してゆく iF~ ／付人 i Jv>;i'l'/号にl処il 又

1託h出宥J望がj払ノ，1が、 γ ／シ七、ンdチンも主 ！，こ11本へ C詑型i品 主jして， f_;:;

を輸出することを乃えるべきだL，またれ本がオースト とは必然とふさるをえなL，、りこの動 1，＇川こ対して令滋 ~,r;L

ラリアカイJ年ri;J(iほドルも軌人してL、ることからして， nしたのが，本｛1,,1月3[_:JのガルLア. ＇タ農牧 J-.iJ¥V)

二の輸入をア PレピンチL；二転J換させる必要があ；：，けもし t'l .三＇id

11：ヰ三1):.l～カ：「リ／）、「》nえl王： r1本（／）交‘i虚資付やユ11江l1（ヒ午.lj¥1 かれ（！）説〈とニ ／》は才手.nむねi7（のとよ；りでJi，之LL i I J;JK ?,'. て

r'i百を ~!ru7，寸→ ζ1 二と刀：1ラλ 「〉れる j とし、ろ内千；－：： l・り〆〉／

II i.-,, fレ寸fLてf一ン正士府と L亡i土， このドi一｝jの友現f全;jfl Ji占；大／ι1Ul'.i吉芸｝がf七す三る O 二れは現｛J：一の食料不；ιllijだiJ-

子；二1rじCf主1可〆、分けていど》－）も ljてユあろ「J力、；，従来のii.! εはtr.く， I人九た 1JrnRi1r1誌の；（：jL、IJJむも，;1,；：裂を＇tf

際日，；11;1のきびL〆し、変化と，ノパi;_－~らにそjしがきひし J 売 る，. r ,t.--l'－＞チLは食:J;'lの滑j主に／Jj}jjむことと，二dにm-ri-

J\~すことを考慮すれば， rルゼン千ンの'i1功政策は実1/'f 11',Jに’人われてきた食料輸出のシ： γHi反E' ＇うご. ）（叶1

的に変イ七をとげつつあるどU、わざるをえなL、とあろソ.， 坊を台ーするο このためにはたとえ以ソ J＿ノスア fL ノ‘

!i) £'Jc ・市il'fJbf1~出政策一一生産のありかたにつL 、て ！十ill:(a¥V！肥沃な土地ごはその（ti町内な干I］月Jに上り，食1J.:1

のは；也、 生訟を現在の180日口かん1(1（）キロに災＇， 0；こtr11&Cさ心。

以上述人てきた上うな状況のもとでアルゼンチンが伝 (JL出融資により t王子中の人］：牧草，JI由iをさすものと店、

統的Iコ・点目＇.， (J)'ji;;:ilL:を今後増加してゆ〈ごとができる bれる一 'j'.1;1'fd；九二の仁うに L－，ゆけi-f:i~ ［1,!:'1':W－＇陥

かどうカベこっl、て1-t，マーケット：子jにみていろいろの行¥J /l:¥11日｝jを：lf古にすふことすんIll難ではないり＇ 111/11のアル

:,gが／＇，ろが， jζ而｛'ittr/!J政策としご／J-,lt.(f, l、』：どに1：，%、 ぜんチン J;t 牧経済に lt＇.：も必要なことは~t：庄の拡充であ

のh11Hl'if¥1士；架していることにきと昔tされる政n:rの愉／J',@r芝 る～ J 守、／こ，アフト－－~ .fj:どう才3えるかに J 八、てLt，「ア

に同日が：・） '.jーまた生産庁の恨：！のrm白土 Lどはちたとえ 1[.--{iシ子〆は全部7'111にワケ f->J主f,f;する，JFlljをi止め．

ば~＇~：J:fi；こノノ＂、でなれば輸出市場グ）！ヤレfl：け！＼JI忍にずら ブトーすに関する技術古は世界むいちばん多く，またぷ

ー〆I；二日1,.71j1，などのYti;::=1ト1§、日4ぷくとむ上そ出品ill不tic もt'fJJ：をはらってきたJ 現住 1/.占'7(）（灼）iダースのりク F

i,: .I: ;:,{l:r,f,: l市淀どもっJこことがな・，、こと土ぃ、ノヲ J ・ ンの生産能力をむし， I動物当たりの終種1111数も＞ ξ／し ,( 

-/・. ＇；・寸寸 F ア・アルヘンティーナJ:;r;号マ IP尺 ー，オランケ＇， ＇ランス、 ドイツなどの各国が年 1f11Jで

H:：ぷ指摘してL、みとうに，マーケ＇.＇／い川判長 1'(1[11；大4二I4 ihふのに＜lL，、1_¥[f4，士l!:l [1j,': j泣1,f）＇，！， 、XI可E七t北し（

りつつi\'/,>j~ .):: ：「Jlt1化によるコストダウン t，，，ぇiるのごはな いるj とのことで，この発言の ；＜＇.5：のあるところさ三補足

心同際市川が志そうだとなればさ－：，さとほかの｛干物に thば、 二，rtだけJ）対策在日誌じζ いるのどから市産のウ

：！ょi化L, 111 l市ITlらにおけるシょアをとんぎん市と 1ーとし 寸－ : Iの大きくなV,':It要巨JI土、＇＂：然災うことにふる（りが日正
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以外の非伝統的産品の輸出をみると，その内訳は第10表

のとおりである。 （なお，この区分についてはあいまい

で愉者によっては，たとえば調渥ずみの食肉は非伝統的

輸出であるとか，はなはだしい場合には一定の大きさに

切づてホテルとか船客にサービスしやすいようにしたビ

ープスペシャルカットを非伝統的輸出にあげたりする湯

台もあるが，ここでは主として工業製品を中心に考える

趣旨とした。なお，資料の出所が異なるので第9－哀の輸

出の「その他Jの項目とは一致Lt.n、）っ

まずこの表でわかることは非伝統的産品ff,1十額の大き

な変動で，たとえば1963年には前年よりも l億ドル強も

増加して約1億3000万ドノレとなり，輸出総計の 9.5%を

占めるかと思うと1965年にはふたたび約7600万ドルに落

ちこんで，輸出総額の 6%程度となっている。この推移

を通じていえることは，輸出仕向国が当国同様経済的に

不安定な国が多く，彼我の為替レートの不安定に主り輪

出が大さく左右されることがあげられる。また国綜政治

73 

史の必然で，現在買わないのは保阿佐政：iえのあらわれでし

かないということであろう。

この要請については，たしかに生産の地大が急務で，ミ

れなくしては徐々に増大してゆく国内需要にすべてが吸

収されてしまうことは必然であるし，主／こ歴史的にみて

皮業から急速に牧畜業に転化Lてきた了u!!!.f1J用（粗放化）

む人工牧草計画の充実など℃ t71：泣；主へのウエイトを

主くすれば物理的には増産i工不日J能ではない。そして後

にふれるようにいまだにてた製品の紛／1＼に期待がもてな

い以 h これよりほかにγル七、ンチンの輸出を確保する

方法はない。 （ただ，農牧長官の要請というだけで，あ

るいはこれ以外に道はなし、という危機意識のうえつけだ

けで，生産が増加するかどうかはおのずから別の問題で

あるが，少なくとも従来生産に対する資任感と危機意識

が不足していたことだけはたしかである入

（口） 非伝統的産品の輸出と工業の現況

つぎに主要農・畜産＆I，などの＼イコゆく2伝統的輪出産品



Ⅳ　おわりに―アルゼンチン経済の今後の方向―
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の以映も大きく， 196:.l年の lt恵：3αJO万ドルのうち，アメ

リカを主とする精製糖の輸出額が約6400アjドルであるこ

とをみれば事情がある程度うなずけるであろう。

{. (/ J f也輸出政策・輸出阪IJl！のための紹子？の貧樹もある

小、 ニhらの要因はそれとし Cぷι）よif、:i'fJな問題は，近

代（l)t( I：業製品の輸出の松幻：.i:のゆ／f＼こあり，かrn1Jの

？：祐二とについての生産制よ示内統パがたいので輸出比

士二l、「わけにはU、かなU、が いj，：王Ltがで示すまでも

ない絶対額の少なさである。工業製品輸出の討の少なさ

をあらわす適例として ~fl央銀行の『インブ才ノレメ・エコ

ノミコJの付属統計がある。これは当閣の統，H・集のうち

では最も完備されたものであるが，このうちの輸出品11

の頃を例に山すと，形どおり（1）農・所産品（2）鏑産品のつ

3に日iij1＇！造業産品（ Industri;i, ;'lhnu f山lureras）がある

この最初に出てくるのヰ‘ lft1!:J ( 'I iムj)J , ）ぎが「毛

ι1文i1'iJ というぐあU、：、 f「<iii巳：，＇，

土1,:i；：とわずかに13況’日志届「車王i1!1‘「 ji~l'i'J, f'i1主信電話

脳部品iという形で断続的に出てくるにとどまっている

い紳HIにはNAB分類で通関統r\b'.l~JJIJにあるのでこれを一

つずつひろ Jノてゆけif，；＼－算できるが，それまでの価値は

ts.いのでここでは災'ilO夫は’l'hυl<e・,，；，’w of !he’Ricer 

JJ/ate 掲載のもの合そのまま使則したわけである）.，

このにうなI業製品の車iti:I¥ ul （＼（；と ftもらろんよ1二業製品

山輸U＼抗争）Jの低さ，強度内ft＇.＂華政策を 1'iif提としてもっ

it i〕I1'i ,i.i向けの生産をす己しゾiとしてしたが存在するこ

とJて＞J、しているにすぎなし、 / ; fノト・アルヘンr< 

- I 1J;c＇）サルストロ営業部長が fJc・ ヒン i干ンの自動車が

it1iい理由合，（（）ド請けのコストが尚いこと，（同販売費が

かさむこと，け労働賃金が生産性にくらべて尚すぎるこ

と，や）輸入原材料割当てにより規制されること，帥税金

負担が大きヤこと，付工場数が多すぎ大訴；ヨ：NI効巣をあ

:fi,JLti:v 、こと，（ト）間接的な諸問、りボ多二、こと，などと

し山由。これらのうちいはi'i@/J市住ぷ独特の衣現で自

民IJrt，製店業の凶産化率を上（Jふためtこ， A 定限度までの

日山J／、材料輸入には低率川県i科H＇を適用 L，それ以上は

竺止！ドJ税率を課していることをさしてお i），また自動車

製造業においては機械翰入関税が減免されてし、るので，

これらを包括して， Lニ崎、裂な機械・原材料の輸入関税が

it,S，、こと，とすれtf，全工業にあてはまる問題点の指摘

である。要約すれば， d主利水準がきわめて両‘く (30%怒

！管を1司；されていた），翰入関税もきわめて;r：；く，また斡i入

にD、：• ＇ては 180~1 I渇のl(X1•;

しAι も銀行の貸付禁止対象と与；／L、こし t主；》♂」で銀行外i言剤

74 

の重量刑が付）JIIされる。税につし、ては，凶，州， 1hと二L本

。：ての税，しかも所得税，事業税，販売税，印紙税など

がi/1／綜し， i総本的には公務部門の過剰人口のため税が省1¥

山につく j 労働賃金につヤては’'iJ/1動法体系が完備し，労

働勢力が強いので必、然必JIこ割高となうほか、 丘1始年金な

どのfl会主計1IWl係の事業者負担1が大きL、二と， 主た過去

の政！（）の：），J体から多くの分野にお＂、どヲ；係~J111il苦｝の短縮，

i1業問、＇i1こりの余剰労働者があり労働生産性をづiき下げ

ていること，｜！下現政権のもとでは非常に少ないが，ス

トラ fキ（政治ストを合む）が多く，これも労働生産性

を引き下げている。これらに加えて前にふれたような生

潔設備の老朽化とアンバランス（非稼動新規設備の存在）

などがあること， インフレ圧力による原材料夜嵐の大量

rni,tr.とが，f(なって生産効率iよきわめて;ti;;点、ことがち

ふく Lて I1守ょ業各分野は常iこ似泌を）＇正くすィ：、ことを主

,JkL，、｛｝初は幼稚産業であることから台j町内に手ー厚い保

uf ＇！.＇.交けたl：業も，今やまえ・v、歴史の'i]Clιt.:.生きのびる

ために保識を要求しているわけであるυl （『ノfノラマ』

IV .U j》りに

/ yレゼンナシ経済のノ，i長の）j[i,j

JI Li± .：：てぷた」；業の弱体はそのかもJiX,l攻策UJ,i:;.［りであ

ふと三もに，社会全体の非合理性のjえ映であり，今後工

'iS内外、引をt,c;r.；，ーするためには平fi(i）に祉会全体の合理化

とJ各：：hCゆく必要がある。これはオンガーγ政悔の討約

である（1）経済，（叫社会，川政治の 3段階の改革の第2段階

に相応するものとして，とりあえず経済の合理性の回復

を湾えるものとすれば，し、くつかの解決方法のうち政府

、＇＇：l,,j ・l'rの考えてし、るものは，ラフタに関して常に元商工

片山川、ドノIi：， 、っていたように，関税障僚の海｝！進的低下

に上る競争粘ヤtrの導入と工業製占／，検出のrrJ能性階大（以

上川上うに欠陥を列挙はしたが， 7ブタ域内ではほぼ事

'[,'f(土＼，i］じて，労働者の教育程度がifii'，パこと，技術的に進

ん・c，、ることが域内ではアノレゼユチLの長Hreあり，社

会福祉負担の大きいことが短所であると 5月9日ブエノ

スf －（ レス市で，元カステロ・プランコのもとで経済大

G~であったブラジノレのカンポ（R. Oliveira de Campos) 

が述べている〉の道と，公共投資を進めて社会資本の充

実か阿りつつ，経済成長のなかで不台理な要闘を薄めつ

. /(:b守主if凶，， （；－理化を図るクリーゲル・パャーナ経済キII

の）；法が代未的なものであり，このi村，r,.・oJ考え方を併用
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してゆくことがはド最も常識的な方法であると思われ de exportaci6n）は全く進まずJ(U'パノラマ.iiri'.t.），今後

る。（1政：tri:11111においご仁主たほかにもーにえ )jがあり，こ の問題で、あるリ

の中と ι、三，・，に保護政策イt;:強化してt!<W,JllrJ,r,告を強化し． /1後輸出のfl;;詳のための設f1iii投資逆行に必要な外i!{U)

資源院裕治らはじまってリ：， I二ヴトの1主化不じ業をそろ 緯併にも，またそれ以前に競争）i¥¥f主導入のため刺激良ljと

えようとする底流があるとされ，涯の1:jIでこれに九lする して，総入関税自己引きドげて輸入を袋行するための所要

支持が多いといわれてし、るが，これに〆）＼いとはここでは 外貨の調達のためにも，カ会ル、ンア・ γ タ農牧民官の幾牧

ふれた．づ 生直拡大， ）ji・牧皮品30億ドルl!Mtl＇，」命は重要であり，ノ 7

ともかく、， .i 曲j工業製，＼：＇，（.叫ぶlJに期待を ／） 川 f 心；こは~，尖 後その推移が見守られるところである。

はあまりにひよわで、ありJ“輸入の代幸子”のustituci6n （海外調食a l勺似 i:'i) 

<le importaci6n）は進んだが“輸出の（＼；；待”（Su沿tituci6n イ五ブ品ノスアイレス
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日明頁 ¥ ,100 
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116頁￥ 300 

中国の霊力・石炭・紡事選・製

紙工業

アジア経済研究所制

]87頁芯 500
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t石帆大＂？，’
200頁 7宝＇ 600
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宮下忠雄箸

203頁 ＇｛ 650 

t>対外貿易行政組織の発機t>海関制度と関税政策じ〉経

営対外貿易食業組織の発展t>その他の対外貿易関連機

関t>対外交易管理制度［＞外店、i為替管理制度仁〉協定貿易

制 度 〔Hil〕関係主要法令集 参考文献

仁〉中間鉄鍋業の今昔じ〉急テンポで発展する中国鉄鋼業

［＞中l1H設技工業の今昔レ10＇！＇－来の機械工 J午、

［＞中尚道）Jの今昔仁〉中（'1<］石炭ヱ業の今I＼［＞中！叫がj織工
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仁〉農業集Lli{t;過程にあける階級政策b－~1；業社における

労（勢力，＇t訟手段および資金の組織仁〉農業社における

食撞分配じ〉食業の集団組織における優越性仁〉集団化に

おける問題点 〔付録〕「農業生産合作祉における理論

嬬造」目次統計表

［＞中隠ソヴイエートの通貨と通貨致策［＞ jfll•{J）経済と

辺幣t>人民貨幣jf;ijの確立とその安定化t>顕在化した物
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